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研究成果の概要（和文）：大規模災害の後には健康の社会的決定要因に変化が起こり、被災者の健康が悪化すると考え
られる。しかし、精神の健康だけではなく、身体的な健康への影響を調べた研究は世界的にも少ない。そこで本研究は
、東日本大震災被災地に住む高齢者を対象に、東日本大震災により生じた経済的困難や人のつながりの喪失が、健康に
与える影響を明らかにすることを目的とした。解析の結果、様々な要因を考慮した上でも、震災による経済的困難があ
る者は歯の喪失が有意に多く、人のつながりを喪失した者はうつ傾向になる場合が有意に多かった。災害後の社会的な
ストレスが心身の健康を悪化させていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：A huge disaster causes change of social determinants of health, which damage 
health of victims. However, few studies examine the effect of social determinants on physical, not only 
mental, health after a huge disaster. Our cohort study investigated the association between 
disaster-related economic difficulty and health among older victims of the Great East Japan Earthquake in 
2011. After considering covariates, disaster-related economic difficulty was significantly associated 
with tooth loss. Loss of social relationships was significantly associated with deterioration of mental 
health. Psychological stress caused by various social factors after disasters may affect health of 
victims.

研究分野： 公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景 
人々の健康は、自分自身の意思決定や行動

だけではなく、多様な社会環境の影響を受け
ていることが近年明らかになってきた。その
ため、健康や寿命の地域による格差や、所得
による格差が生じている。このことは、健康
の社会的決定要因としてWHOなどで様々な
対策が提言されており、日本政府も健康政策
である健康日本２１（第二次）に健康格差の
縮小を盛り込んだ。 

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災
では、災害発生時に大きな被害が発生した。
しかし、災害後にも様々な影響が発生してい
る。これまで大規模災害の後には、健康の社
会的決定要因に大きな変化が生じ、被災者の
健康が悪化すると考えられている。しかし、
研究の多くは精神の健康に焦点が当てられ
ており、身体的な健康への影響を調べた研究
は世界的にも少ない。特に経済状況はストレ
スや医療受診の抑制などを引き起こし、様々
な身体的な健康にも影響する重要な社会的
決定要因であり、2 重ローンに苦しむことも
ある被災者にとって大きな問題であると考
えられるが、研究は見られない。特に、震災
前から調査を実施している例は世界的にも
極めて稀であり、これを用いた研究は貴重で
ある。この震災前後のデータを用いることで、
震災の健康や社会面への影響をより明確に
することができ、どのような対策が震災前の
防災対策および震災後の復興対策に必要か、
提言の基礎資料となる分析が行える。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、東日本大震災被災地に住む高齢

者を対象に、東日本大震災により生じた経済
的困難が、健康に与える影響を明らかにする
ことを目的とした。まず健康アウトカムに残
存歯数を用いた。 
 さらに、東日本大震災による友人や隣人と
の交流が出来なくなることの精神的健康へ
の影響も検討した。 
 
 
３．研究の方法 
我々は、2010 年に岩沼市の全高齢者を対象

に健康と暮らしに関する様々な社会的決定
要因に関する調査を日本老年学的評価研究
（JAGES プロジェクト）として実施していた。
災害後の 2013 年に、東日本大震災被災前後
の健康の変化を追跡することを目的とした
縦断研究を岩沼プロジェクトとして実施し、
そのデータを本研究では用いた。対象は宮城
県岩沼市在住の65歳以上の全高齢者である。
東日本大震災後の 2013 年に自記式質問票に
よる郵送調査を行い、東日本大震災前の 2010
年の調査データと結合した。 
本研究の実施にあたっては、東北大学大学

院歯学研究科および日本福祉大学の研究倫
理審査委員会で承認を得た上で実施された。 

 
（１）歯の喪失と震災による経済的困難との
関連を、震災による被害、性、年齡、2010 年
の所得、教育歴を調整した上で、多変量ロジ
スティック回帰分析を用いて検討した。 
（２）人々の交流の 2010 年、13 年の変化を
調べ、これが精神的健康に与える影響を検討
した。人々の交流は、「あなたは、地域内の
ご近所の方とどのようなおつきあいをされ
ていますか。」の質問を用いて、１．たがい
に相談したり日用品の貸し借りをするなど、
生活面で協力しあっている人もいる、２．日
常的に立ち話をする程度のつきあいは、して
いる、３．あいさつ程度の最小限のつきあい
しかしていない、４．つきあいは全くしてい
ない、で調べた。たがいに相談したり日用品
の貸し借りをする、を交流が高いとして、他
の選択肢を低いとした。精神的健康の測定に
は 15 項 目 版 Geriatric Depression 
Scale(GDS)を用いて、人の交流の変化、経済
状況や被害状況を調整した多変量ロジステ
ィック回帰で検討をした。 
 
４．研究成果 
（１）震災による経済的困窮の、口腔の健康
への影響の解析 
 2010 年のベースライン調査では、5,058 名
から回答を得た（回収率 59.0%）。自分の歯が
あると回答した 4,243 名のうち、3,098 名が
追跡された（追跡率 73.0%）。歯の喪失および
震災による経済的困難に欠損のない2,912名
を解析に使用した。経済的困難のある者は
680 名であり、このうち 11.6%に歯の喪失が
見られた。一方、経済的困難のない 2,232 名
においては 7.7%に歯の喪失が見られた（p= 
0.015）。 
 

 
図１．東日本大震災により経済的困難が発生
した者の割合 
 
 
共変量調整後も、震災による経済的困難があ
る者は歯の喪失が有意に多かった(オッズ比
= 1.39, 95%信頼区間; 1.03-1.86)。 
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図２．震災によって発生した経済的困難と、
震災前から震災後にかけての歯の喪失の関
係（多変量ロジスティック回帰分析） 
 
（２）震災による人の交流の喪失の、精神的
健康への影響 
 
2010 年調査の時点でうつではない解析に

含められた高齢者 2459 人の内、 2013 年調査
では 4.8%がうつ傾向（GDS が 10 点以上）に
あった。人々の交流の変化を表１に示す。
2010 年から 13 年にかけて、交流が高かった
が低くなった者は 12％存在した。これらの
人々がうつ傾向になるオッズは、各年とも高
かった人に比べて2.7倍 (1.0-7.3)有意に高
かった。 
 
表１．人々の交流の震災前後（2010 年から
13 年）の変化 

 
N % 

高い 10 -高い 13 303 12.3  

高い 10 – 低い 13 294 12.0  

低い 10 – 高い 13 201 8.2  

低い 10 – 低い 13 1631 66.3  

欠損値 30 1.2  
 
（３）結論 
震災後の経済的困難は歯の喪失という身

体的健康の悪化につながっていた。想定され
るメカニズムとしてストレスによる歯周病
の悪化などが考えられる。メカニズムの解明
と、災害後の口腔の健康悪化を防ぐような介
入が必要である。 
また、震災による人の交流の減少が、うつ

傾向を引き起こす可能性があることも明ら
かになった。 
震災の多面的な人々の生活への影響が、健

康にも影響していることが、震災前後の貴重
なデータを用いた前向きコホート研究から
示唆された。今後他の健康アウトカムについ
ても同様に解析が必要である。 
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